


















経 102 度、水深約 800m のスマトラ西岸から 55km 沖
合における鉛直時間断面である。12 月 11 日 MJO の大
規模な西風域通過に伴って降水による日積算淡水流入





して海面水温と同様の下がり方であるが、12 月 13 日の
水深 50m 付近に特徴的な水温極大が見られる。塩分鉛




11 日の MJO に伴う降水による淡水流入よりもむしろ
13 日以降の海上風強化に伴う流速強化(c)と乱流エネル
ギー散逸率の増大(d)とよく対応している。8m/s を超え
る海上風速のピークは、12 月 13 日と 15 日に 2回見ら
れ、同日に乱流エネルギー散逸率の増大が起こり、流速





























































図 1：研究船「みらい」の CTD(3 時間毎)、LADCP(3 時






水深 10m を基準に 0.2℃相当の密度差で定義された混
合層、水温差 0.2℃で定義された等温層。全ての変数は、
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